

































新 木 秀 和
イン語やポルトガル語､英語や先住民言語 (のロー
マ字表記)の情報が､瞬時に ｢向こう岸｣から届
けられてくる｡
言語の修得は､新たな世界へのパスポー トにな
る｡二つの世界を往還する彼/彼女は越境者かつ
境界者になる｡現実の世界でことばの修得に非対
称性が抜きがたく存在するならば､生死の境に立
つ当事者にとり､越境は自分の生存をかけた闘い
にほかならない｡とはいえ､ことばとの出会いは
他人事ではない｡日本に住み大学に寄生するわれ
われとも無縁ではない｡英語などの外国語を学ぶ
こと､学問世界のことば (ジャーゴン)をまとい､
(会社や役所の)業界用語に身をさらすこと､そ
こには､ことばにまつわる政治性や越境体験が伴
う｡ことばの世界の旅には､未来-の希望ととも
に､どこかもの悲しさも感じられる｡一つのこと
ばを手に入れるたびに､他のことばを忘れては来
なかったか｡そして構造化された世界 (の歴史)
に目を向けると､言語の間に横たわる力関係も気
にかかる｡スペイン語に対する先住民の言語､英
語に対する日本語､共通語に対する方言 (生活語)､
といった力関係｡われらが ｢内なる先住民｣性の
自覚と､そこから発するサバルタンの声｡たとえ
ば次の問いに､みなさんはどう答えますか｡｢英
語を母語としない者ばかりが､なぜ､英語を学ば
なければならないのか｣｡
もはや､先住民運動に不可欠の武器であり､スペ
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